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共楽養育園
園　長　内富 吉保

　共楽養育園の活動において、平素より温かいご支援をいただき、誠にありがとうございます。
　新型コロナウイルス感染症の五類感染症への移行に伴い、施設内の対策も緩和し、子どもた
ちの生活は少しずつ元に戻りつつあります。子どもたちにはこの3年間、多くの我慢をさせてしま
いました。感染症対策により十分にできなかった季節の行事や班活動、県外への旅行等思い
出に残るイベントをこれからまた子どもたちとたくさん計画し、実施していきたいと思っています。
　しかしながら、毎年皆様にも参加いただいていた共楽養育園祭につきましては、検討をしてま
いりましたが、やはり集団生活の場であることを鑑み、誠に残念ではございますが、中止とさせ
ていただくこととなりました。次年度以降は開催ができるよう計画してまいりますので、その際は
是非ともご協力を賜りたく存じます。
　さて、今年度からの新しい取り組みについてご紹介させていただきます。
　まずは、自立支援担当職員の配置です。これは、園を出た子どもたちの生活の支援を専門に
行う職員です。退園後の子どもたちの生活は、決して楽なものではなく、多くの困難に直面して
いると感じています。子どもたちにとって、何が必要で、私たちは何ができるか、子どもたちの声に
耳を傾け、必要なサポートを行ってまいりたいと思います。
　次に、インスタグラムの実施です。子どもたちの日常や施設の取り組みを発信し、多くの方に様
子を知っていただくことで、施設やそこで暮らす子どもたちへの理解や支援の輪が広がっていく
ことを願って始めました。皆様にもぜひご覧いただきたく存じます。
　ただ、このような新しい取り組みだけではなく、引き続き、子どもたちとの日常にもしっかりと目
を向けながら、共に過ごす時間の中で生まれる一瞬一瞬を大切に思い、子どもたち一人ひとり
に寄り添いながら、笑ったり泣いたりできる日常を大切にしていきたいと思っております。
　今後とも、共楽養育園へのご理解、ご協力をよろしくお願い申し上げます。

　今年も高校生３名を社会に送り出しました。コロナ禍での高校生活でもあり、充分な支援と
まではいきませんでしたが、子どもたちはそれぞれが頑張ってくれました。卒園後も支援相談員
を中心に子どもにあった相談や支援に取り組んでおります。引き続き皆様からも、御支援を頂
けますようよろしくお願いします。  星出 ゆり子

編集後記

●資金収支計算書 （単位：円）令和4年4月1日～令和5年3月31日

●貸借対照表 （単位：円）令和5年3月31日現在

資産の部 負債の部
流動資産 165,932,385 流動負債 34,303,700
固定資産 824,091,220 固定負債 100,424,073
　基本財産 550,608,907
　その他の固定資産 273,482,313

負債の部合計 134,727,773
純資産の部

基本金 144,310,277
国庫補助金等特別積立金 222,563,614
その他の積立金 179,430,000
次期繰越活動増減差額 308,991,941
純資産の部合計 855,295,832

資産の部合計 990,023,605 負債及び純資産の部合計 990,023,605

勘　　定　　科　　目 法人合計

事 業 活 動 に よ る 収 支

収入

児童福祉事業収入 308,880,149
保育事業収入 178,632,928
経常経費寄附金収入 1,865,000
受取利息配当金収入 4,739
その他の収入 9,904,750
事業活動収入計（1） 499,287,566

支出

人件費支出 325,180,510
事業費支出 70,644,121
事務費支出 50,348,043
支払利息支出 340,876
その他の支出 3,437,210
事業活動支出計（2） 449,950,760

事業活動資金収支差額（3）＝（1）－（2） 49,336,806

施設整備等による収支

収入 その他の施設整備等による収入
施設整備等収入計（4）

支出
設備資金借入金元金償還支出 6,216,000
固定資産取得支出 11,438,070
施設整備等支出計（5） 17,654,070

施設整備等資金収支差額（6）＝（4）－（5） -17,654,070

その他の活動による収支

収入

積立資産取崩収入 5,805,844
拠点区分間繰入金収入
サービス区分間繰入金収入
その他の活動による収入 91,700
その他の活動収入計（7） 5,897,544

支出

積立資産支出 10,884,742
拠点区分間繰入金支出
その他の活動による支出 3,427,504
その他の活動支出計（8） 14,312,246

その他の活動資金収支差額（9）＝（7）－（8） -8,414,702
予備費支出（10） ―
当期資金収支差額合計（11）＝（3）＋（6）＋（9）－（10） 23,268,034

前期末支払資金残高（12） 129,844,651
当期末支払資金残高（11）＋（12） 153,112,685



私は共楽養育園で、小学6年～中学2年、高校2年～高校3年の合計4年
生活をしました。

中学2年～高校2年の間、家では楽しい事もありましたが、毎日不安と焦りを感じてお
り、高校生になって「また施設に入りたい」と漠然と考えていました。

高校2年の秋頃には、自分の意思が固まり、弟と妹と一緒に共楽養育園に入所しました。
この時、まだ弟や妹は中学生や小学生だったこともあり、親元から離れるのは少しだけ、心苦しく施

設入所以外にもっと良い方法があったのではないか、考える事もあります。しかし、共楽養育園に入所
した事を、後悔することはありませんでした。時には融通が利かず、腹が立つ事もありましたが、それ以上に
毎日のように楽しかった事がありました。また、衣食住に悩む事がなく、とても良い場所だと思います。
私が社会人になっても、弟や妹、共楽養育園のみんなに会いに行きたいです。　　　　　　　　　（Rさん）

Rさんへ

卒業、卒園おめでとう。
Rさんに数年ぶりに会ったときもちろん顔つきもお姉さんになり大人になったと思ったと同時に「あ～変わらな
いな」とはじめてあった頃のＲさんといい意味でかわらないRさんでとても嬉しかったこと、そして、なんだか安心
したのを覚えているよ。
私は口うるさく大変だったと思うけど…その性格をよくご存知で上手にやってたよね（笑）
少しずるがしっこいところもあるけど…本当に素直なＲさん。ごはんが大好きでいつもお茶碗いっぱいにごはん
を注いでしっかり食べるＲさん。そんなＲさんが大好きよ。最後の年、Ｒさんの担当として見送ることができたこと
を幸せに思います。
これまで私なんかがわかってあげられない程のたくさん苦しいこともあったと思うけど、本当にここまでよく頑
張ったね。社会人生活はこれまでとは違った大変さもあると思うけど、頑張る力があるＲさんなら大丈夫だと
思っています。これからもご飯はしっかり食べ、とにかく元気に楽しく過ごしてくれることをいつも願ってい
ます。Ｒさんに幸あれ！！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平島　瞳

僕の共楽養育園での一番の思い出は、まだR君、M君、T君達がいた時期
です。今は高校生男子の人数が少なくなり、落ち着いた生活が出来ています

が、あの頃は賑やかで毎日が楽しかったです。
社会人になると、新生活と同時に一人暮らしが始まります。自分の身の周りの事は、しっ

かと責任を持ち、立派にこなせるように、頑張ります。　　　　　　　　　　　
　　（Sさん）

Sさんへ

卒業、卒園おめでとうございます。まずは、十分にあなたのサポートをしてあげれなかったこと申し訳なく思っ
ています。その中でもあなたが３年間高校に通い卒業してくれたことはとても嬉しかったです。なによりあなた
の成長を感じることができたのは人づきあいが苦手なあなたがアルバイトを継続し続けてきたこと、自分の状
態に合わせ休みを調整するなど工夫していたことです。あなたを知っているまわりの人たちも同様にあなた
の成長を実感していました。これから、社会人として期待や不安たくさんあると思います。困ったこと等あ
ればいつでも顔を出してください。決して一人で思い悩まず、周りの人を頼ってください。あなたの
更なる成長を願っています。がんばれ！！　

　中野　慎也

この共楽園での生活も残りわずかになりました。最後の2年間は青葉の家
で過ごしました。４月からの会社の寮での生活にはまだ不安がありますが規則

正しい生活をして会社に貢献できる社会人になりたいと思っています。共楽園で仲
間と一緒に遊んだことやけんかをしたことは今となってはよい思い出です。これからは寮

や会社の人たちとよい関係をつくって仕事でもプライベートでも充実した生活が送れるよう
にしたいと思っています。共楽園のみんなとはお別れです。今までありがとうございました。

（Aさん）

Aさんへ

A君とは青葉の家で2年間一緒に生活しました。高校を卒業する最後まで部活動やアルバイトに一生懸命に
取り組んでいたようすにとても感心させられていました。責任感が強く不言実行タイプのA君ですから4月から
も立派な職業人として活躍できることだと確信しています。A君の大好きなアニメの映画を一緒に観に行った
ことなどを思い出しますが、いつかまた大きく成長したA君と一緒に食事などできるとよいなと思っていま
す。将来の夢などを語ることのできるようになったA君との再会を楽しみにしています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河内山　学

高校卒業おめでとうございます高校卒業おめでとうございます

高校卒業おめでとうございます高校卒業おめでとうございます 二分の一
成人式

　令和5年2月16日　久米小

学校では保護者を迎え二分の

一成人式が行われました。

　僕は将来、大学に行って大工になってお金をいっぱい
稼いで、家族を楽にさせてあげたいです。そして友達と一
緒に生活する自分の家を建てたいです。　　　  (Rさん）

　僕の将来の夢は、ユーチューバーです。
　ユーチューバーは、みんなが真似したい！と思うような事
をしているし、ゲーム実況がわかりやすいからです。                   
　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　  （Sさん）

　二分の一成人式を迎えた4年生のRくんSくんの将来
の夢、Sくんがクラスのみんなで作り保護者にプレゼント
した替え歌を紹介します。 
　替え歌の原曲は、「ありがとうの花」坂田おさむ/坂田
めぐみです。

　お母さんお父さんみんなにありがとう
　その笑顔大好きで何度もありがとう
　家中に広がる僕らの笑い声
　それは全部ふたりのおかげだよ
　お母さんは料理が上手洗濯もキレイだしね
　お父さんは運転うまいみんなが安全だよ
　僕らの夢はいつも一緒にいてくれたお父さんお母さん
　に恩返しすること
　小さかった僕らでもたくさん成長しふたりと一緒に家
　のことを頑張るよ
　ありがとうの言葉言うよ
　でもそれじゃ伝えきれない
　10年分の感謝だからみんなで伝えるよ
　ふたりともありがとう



自分のなりたい職員像
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か
せ
る
声
掛
け
を
大
切
に
し
て
い
き
た

い
で
す
。

そ
し
て
子
ど
も
と
の
関
係
も
作
り
な
が

ら
、職
員
の
方
々
と
の
、関
係
も
大
切
に
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。先
輩
方
と

の
関
係
を
綿
密
に
し
て
い
く
こ
と
で
、よ
り

ス
ム
ー
ズ
に
、子
ど
も
へ
の
支
援
に
結
び
付

け
る
こ
と
が
で
き
、お
互
い
が
仕
事
を
し

や
す
い
環
境
に
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
職
員
に
な
る
為
に
、

子
ど
も
と
職
員
、地
域
の
方
々
に
挨
拶
や
、

日
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に

努
め
る
事
、ま
た
自
分
を
律
し
、子
ど
も
に

振
り
回
さ
れ
な
い
芯
を
持
つ
事
を
意
識
し

て
日
々
、業
務
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
未
熟
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、ご

指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

藤
岡

　佑
己
采

私
は
臨
機
応
変
に
対
応
で
き
る
職
員
に

な
り
た
い
で
す
。今
ま
で
の
自
分
は
急
に

予
定
が
入
っ
た
り
、す
ぐ
に
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
事
が
あ
る
と
ま
ず
何
を
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
の
か
頭
の
中
で
ぐ
る
ぐ
る

と
考
え
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
が
多
々
あ
り

ま
し
た
。し
か
し
現
場
に
入
る
と
そ
ん
な

こ
と
を
考
え
て
い
る
暇
も
な
い
の
で
す
ぐ

に
行
動
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。だ
か

ら
こ
そ
優
先
順
位
を
す
ぐ
に
頭
の
中
で
整

理
し
、ど
ん
な
場
面
で
も
臨
機
応
変
に
対

応
で
き
る
職
員
に
な
り
た
い
と
思
い
ま

す
。臨
機
応
変
に
対
応
で
き
て
い
な
い
私

の
中
で
一
番
に
苦
手
と
感
じ
て
い
る
対
応

は
電
話
対
応
で
す
。い
つ
も
何
を
話
す
か

箇
条
書
き
で
ま
と
め
て
い
ま
す
が
い
ざ
話

を
す
る
と
な
る
と
頭
が
真
っ
白
に
な
り
頭

の
中
で
考
え
て
い
た
文
が
が
ど
こ
か
に
飛

ん
で
い
っ
て
し
ま
い
ま
す
。今
は
ま
だ
先
輩

職
員
が
電
話
を
か
け
る
前
に
練
習
を
し
て

下
さ
り
ま
す
が
こ
れ
か
ら
は
ひ
と
り
立
ち

を
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。ひ
と
り
立

ち
し
た
時
に
パ
ニ
ッ
ク
に
な
ら
な
い
よ
う

電
話
対
応
の
経
験
を
重
ね
、相
手
の
方
か

ら
自
分
の
中
で
考
え
て
い
な
か
っ
た
質
問

を
さ
れ
て
も
固
ま
ら
ず
に
答
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
た
い
で
す
。

大
野

　栞

インスタグラムを始めました。

自立支援担当職員より

多くの方々に子どもたちの様子や施設の日常を知ってもらい、子どもたちの
支援の輪を広げていきたい想いで始めました。よろしくお願いします。

今年度より、施設を出た後の子どもたちへの支援を行う専門職員として活動することになりました。
何に困り、どんなことをしてほしいのか、子どもたちの意見を聞き、施設として何ができるかを模索し
ていきたいと思います。

☆彡現在、子どもたちから出ている希望として☆彡
　着付け＆メイクサポーター（成人式時に）
　お知り合いにどなたかいらっしゃれば、ご協力いただけると幸せます。

お 知 ら せ

入
園、

入学お
めでとうございます

高校1年生
・部活動（ダンス部）を頑張ります。（Rさん）
・アルバイトをすることを目標に頑張りたい。資
格試験も積極的に受けたい。（Sさん）
・目標は、単位を落さないように勉強を頑張る。
　やりたいことは、音楽サークルに入ってピアノ
かギターをしたい。
　将来の夢は今はわからない。（Rさん）

中学1年生
・部活（吹奏楽部）を頑張る。櫛浜小学
校から来た人たちとも友達になれて嬉
しい。　　　　　　　　   （Yさん）
・勉強や吹奏楽を頑張りたいです。
　　　　　　　　　　　　　   （Kさん）
・いろんなことにチャレンジしたいで
す。　　　　　　　　　　   （Hさん）
・勉強や運動を頑張る。　　  （Oさん）

年少組
・スポーツ大会では最後までかけっこを
頑張り、ジャングルぐるぐる体操も一
生懸命おどりました。
　「むすんでひらいて」「こいのぼりの
うた」「ハッピーバースデー」が皆と
一緒に歌えるようになりました。

　　　（Rちゃん）

小学１年生
・算数、図工を頑張っています。
引き算と工作を頑張ります。

（Aちゃん）

いまますすすすすすす

Instagram
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共楽養育園
園　長　内富 吉保

　共楽養育園の活動において、平素より温かいご支援をいただき、誠にありがとうございます。
　新型コロナウイルス感染症の五類感染症への移行に伴い、施設内の対策も緩和し、子どもた
ちの生活は少しずつ元に戻りつつあります。子どもたちにはこの3年間、多くの我慢をさせてしま
いました。感染症対策により十分にできなかった季節の行事や班活動、県外への旅行等思い
出に残るイベントをこれからまた子どもたちとたくさん計画し、実施していきたいと思っています。
　しかしながら、毎年皆様にも参加いただいていた共楽養育園祭につきましては、検討をしてま
いりましたが、やはり集団生活の場であることを鑑み、誠に残念ではございますが、中止とさせ
ていただくこととなりました。次年度以降は開催ができるよう計画してまいりますので、その際は
是非ともご協力を賜りたく存じます。
　さて、今年度からの新しい取り組みについてご紹介させていただきます。
　まずは、自立支援担当職員の配置です。これは、園を出た子どもたちの生活の支援を専門に
行う職員です。退園後の子どもたちの生活は、決して楽なものではなく、多くの困難に直面して
いると感じています。子どもたちにとって、何が必要で、私たちは何ができるか、子どもたちの声に
耳を傾け、必要なサポートを行ってまいりたいと思います。
　次に、インスタグラムの実施です。子どもたちの日常や施設の取り組みを発信し、多くの方に様
子を知っていただくことで、施設やそこで暮らす子どもたちへの理解や支援の輪が広がっていく
ことを願って始めました。皆様にもぜひご覧いただきたく存じます。
　ただ、このような新しい取り組みだけではなく、引き続き、子どもたちとの日常にもしっかりと目
を向けながら、共に過ごす時間の中で生まれる一瞬一瞬を大切に思い、子どもたち一人ひとり
に寄り添いながら、笑ったり泣いたりできる日常を大切にしていきたいと思っております。
　今後とも、共楽養育園へのご理解、ご協力をよろしくお願い申し上げます。

　今年も高校生３名を社会に送り出しました。コロナ禍での高校生活でもあり、充分な支援と
まではいきませんでしたが、子どもたちはそれぞれが頑張ってくれました。卒園後も支援相談員
を中心に子どもにあった相談や支援に取り組んでおります。引き続き皆様からも、御支援を頂
けますようよろしくお願いします。  星出 ゆり子

編集後記

●資金収支計算書 （単位：円）令和4年4月1日～令和5年3月31日

●貸借対照表 （単位：円）令和5年3月31日現在

資産の部 負債の部
流動資産 165,932,385 流動負債 34,303,700
固定資産 824,091,220 固定負債 100,424,073
　基本財産 550,608,907
　その他の固定資産 273,482,313

負債の部合計 134,727,773
純資産の部

基本金 144,310,277
国庫補助金等特別積立金 222,563,614
その他の積立金 179,430,000
次期繰越活動増減差額 308,991,941
純資産の部合計 855,295,832

資産の部合計 990,023,605 負債及び純資産の部合計 990,023,605

勘　　定　　科　　目 法人合計

事 業 活 動 に よ る 収 支

収入

児童福祉事業収入 308,880,149
保育事業収入 178,632,928
経常経費寄附金収入 1,865,000
受取利息配当金収入 4,739
その他の収入 9,904,750
事業活動収入計（1） 499,287,566

支出

人件費支出 325,180,510
事業費支出 70,644,121
事務費支出 50,348,043
支払利息支出 340,876
その他の支出 3,437,210
事業活動支出計（2） 449,950,760

事業活動資金収支差額（3）＝（1）－（2） 49,336,806

施設整備等による収支

収入 その他の施設整備等による収入
施設整備等収入計（4）

支出
設備資金借入金元金償還支出 6,216,000
固定資産取得支出 11,438,070
施設整備等支出計（5） 17,654,070

施設整備等資金収支差額（6）＝（4）－（5） -17,654,070

その他の活動による収支

収入

積立資産取崩収入 5,805,844
拠点区分間繰入金収入
サービス区分間繰入金収入
その他の活動による収入 91,700
その他の活動収入計（7） 5,897,544

支出

積立資産支出 10,884,742
拠点区分間繰入金支出
その他の活動による支出 3,427,504
その他の活動支出計（8） 14,312,246

その他の活動資金収支差額（9）＝（7）－（8） -8,414,702
予備費支出（10） ―
当期資金収支差額合計（11）＝（3）＋（6）＋（9）－（10） 23,268,034

前期末支払資金残高（12） 129,844,651
当期末支払資金残高（11）＋（12） 153,112,685




